マルタを擁護する
聖書の登場人物として、マルタは不当に悪く評価されてきたと思います。マルタについて最もよく引用される箇所は、この善良な女性が客をもてなす際、姉妹のマリアから助けてもらえないことに苛立っていたことについて、イエスが彼女を優しく戒められた場面です。ルカの福音書 10:40-41に記録されているこの物語は、多くの人にとって、心配性で、仕事に追われ、姉妹のマリアのように霊的な事柄に心を向けていない弟子であるこの女性の決定的なイメージとなっています。
マルタは、姉妹について言及される際にいつも先に名前が挙げられており、またルカが、マルタがイエスを「彼女の」家に迎え入れたと述べていることから、二人のうち年上だった可能性が高い――これは、彼女がその家の女性であったことを示す記述である（母親が亡くなっており、兄弟ラザロ、妹マリア、そしておそらく父親シモンの世話をしながら、家を取り仕切っていた可能性がある（マルコの福音書 14:3-9）。さらにヨハネは、イエスがマルタとその姉妹を愛しておられたと述べている（ヨハネの福音書 11:5）。共同体は彼女の悲しみを共にした（ヨハネの福音書 11:19）。彼女は兄弟についてイエスに近づいた最初の人であった（ヨハネの福音書 11:20）。イエスがメシアであると信じていることを告白した（ヨハネの福音書 11:27）。そして、イエスと、よみがえったラザロが彼女の家で食事をしたとき、彼女はいつものように客に仕えていた（ヨハネの福音書 12:1-2）。
これらすべてに言及するのは、マルタが時に本当に重要なことを理解できなかったにもかかわらず、イエスの奉仕の輪の中で価値ある、愛された弟子であったことを示すためです。
この会衆には、多くの「マルタ」タイプの人々がいます。さまざまな方法で静かに仕える、敬虔な人々です。彼らは葬儀で食事を準備して提供し、建物が機能し続けるようにし、子どもたちを教え、帳簿を管理し、病人を訪問し、訪問者を歓迎し、聖餐を準備し、私たちの聖書を郵送し、ドアに鍵をかけ、カードを送り、家庭と仕事を維持しながら、活動を企画する時間を見いだします。彼らが称賛や認知を受けることはめったにありませんが、マルタたちがいなければ、この会衆はやがて立ち行かなくなるでしょう。
それでは、マーサ、ありがとう。あなたが静かに行っているすべてのことに感謝します。時には少しストレスを感じ、緊急なことに集中するあまり、大切なことを見失ってしまうことがあるかもしれません。しかし、聖書にあるとおり、「イエスはマーサを愛しておられた」......そして、私たちもそうです。
